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で検索 した限りでは,多発していた.③ zn欠乏症で

脊髄症が発症するかどうか,Zn欠乏症が疑われていた

かどうかは不軌 ④ 悪性貧血で起こるような大球性貧

血であった.

生田房弘 少数例しか見ていないが,悪性貧血に伴う

連合変性にこの例は非常によく似ていると思うが,何か

少し異なっているようにも思う.前著はもっと tractを

知らなくて,focalな強弱があるように思う.私は将来

のために,悪性貧血にこだわらずに,上下行路に変性を

示しさえしたらすべて連合変性と呼んでおいて,疫例を

もち寄り,肝障害の型や,栄養障害の内容との相関性を

求めていけたら,きっと前進できるように期待している

のだが.

〔大原慎司座長 (信州大学)のまとめ〕

Centraichromatolysis様の神経細胞が橋核,脊髄前

角に広範に認めれペラグラ的な病変も加わっているので

はないか一本例の脊髄白質の Vacuolarmyelopathy樺

の変化は脳髄病変が基本という点で亜急性適合変性とし

て矛盾はないと思われる.

12. Parkinson病患者の中脳黒質に認められた acridineora咽e染色およ

び DAPI染色陽性構造物の検討
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目的 :Parkinson病 (PD)患者の黒質を鼠織化学的に

検索 したところH&E染色陰性,acridineorange(AO)

および DAPⅠ染色で陽性の構造体を認めたので報告する.

対象と方法 :PD患者5名を対象とした.脳は死後5

時間以内に取り出し,中性ホルマリンで固定 した.パラ

フィン包埋後 3fLm の厚さで連続切片を作成 した.脱

パラした切片を AO または DAPIで染色 した.さら

に,別の切片では DNaseまたは RNaseで処理した後

に AO染色をした.

結果 :黒質を無染色で観察したところ大きさがほぼ神

経細胞と同じで内部に蒋粒様物質を含むゼラチン様物質

(以下 translucentmassofgranules(TMG))を認め

た.TMGは5例の患者で認められ,AO染色で green,
red-yelloⅥ再こ染まり,DAPI染色ではTMG全体は blue

に額粒は blue-whiteに染った.AO染色による TMG

の蛍光は RNase処理で著明に減少したが,DNaseは

変化が認められなかった.

緒論 :TMG 内の額粒は AO 染色および DAPⅠ染

色に陽性であり,RNaseにより蛍光が著明に減少した

ことから TMG は DNA と RNA を含有する構造物

であることが示唆された.文献的には,TMG は PD と

LBWy小体の関係を鼠織学的に検討したTretiakoff(1919)
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の 以ladegenerescencegnlmeleuse"または Greenfield

& Bosanquet(1953)の 以sacculesoflipochrc)me

granules'チに相応するものと考えられた.

〔討 論〕

巻測隆夫 ① Tretiakoffの glumosedegenaration

とは異なる形態と思う.② Buscainobodyの可能性は

どうか?それならば PASや渡銀染色で染まる.

小柳清光 ① 御指摘の額粒状の所見の background

として,切片上に foca且に何か載っている物質がみえ,

それ自体がアクリジンオレンジとダピーで陽性と考えら

れるが,この所見をどう考えるか.② 脱パラ切片上で

黒くみえる bacillusがこれまで知られているか.③ 常

粒状の所見が bacillusとして,なぜ生体反応がないのか.

串 良- ① 未熟で (Tretiakoff小体)組織から浮

いているようにみえるが,Tretiakoff小体はゼリー状

で組織内にも入っている.② 現在のところまだ不明で

ある.③ LJorm を形成する細菌では生体反応を起こ

さないことがあるときいているが,その理由および DNA

と RNA をもつ構造物は現在のところ何であるかは不

明である.今後予Tretickoff小体のH&Eとの対応およ

び他の変性疾患でも認められるかどうか検討してみたい.


